
１ 評価機関 

 2024年  5月  15日～    2024年  11月  19日 

 2　受審事業者情報

○ ○

○

健康管理 健康診断　年２回・歯科検診　年１回・身体測定　毎月１回

食事 午前おやつ　昼食　午後おやつ　夕補食

利用時間 ７：００～１９：００

休　　日 日曜日・祝祭日・年末年始（１２月２９日から１月３日まで）

地域との交流 園行事へのお誘い　育児相談　園見学　園解放　職業体験

保護者会活動
働く保護者の負担を考え、保護者会は設けていないが保護者代表と
して運営委員を複数名お願いし、ご意見を伺う運営委員会を年２回
行っている。

敷地面積 499.58㎡ 保育面積 180.62㎡

保育内容
0歳児保育 障害児保育 延長保育 夜間保育

休日保育 病後児保育 一時保育 子育て支援

併設しているサービス

（２）サービス内容

対象地域

定　員
0歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

6 11 12 16 16 16 77

ホームページ

経 営 法 人 ライクキッズ株式会社

開設年月日 2017年4月1日

所　在　地 
〒274-0077

千葉県船橋市薬円台１－２４－１

交 通 手 段
新京成線　薬園台駅より徒歩１２分

電　　話 047-402-4033 ＦＡＸ 047-402-4034

千葉県福祉サービス第三者評価の評価結果 

（保育所等）

名　　　称 株式会社ケアシステムズ

(フリガナ) ニジイロホイクエンヤクエンダイ

所　在　地 東京都千代田区麹町１－５－４－７１２

評価実施期間

（１）基本情報

名　　　称 にじいろ保育園薬円台
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（４）サービス利用のための情報

申請窓口開設時間 船橋市役所　保育入園課へお問い合わせください。

窓口設置 苦情受付　立石主任　　苦情解決　山内園長　

申請時注意事項 船橋市役所　保育入園課へお問い合わせください。

サービス決定までの時間 船橋市役所　保育入園課へお問い合わせください。

入所相談 船橋市役所　保育入園課へお問い合わせください。

利用代金 船橋市役所　保育入園課へお問い合わせください。

食事代金 船橋市役所　保育入園課へお問い合わせください。

苦情対応
第三者委員の設置 地域民生委員　　地域自治会長

利用申込方法 船橋市役所　保育入園課

専門職員数

 保育士

16 1 2

看護師  栄養士

0 1 0

保健師  調理師 その他専門職員

合　計 備　考

（３）職員（スタッフ）体制

職　　員
常勤職員 非常勤、その他

17 5 22
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 3 事業者から利用（希望）者の皆様へ

利用（希望）者

へのＰＲ

・人間の基礎をつくる、大事な乳幼児期に携わっているという自覚持ち、
「子どもの人権を大切にする」を保障し、態度・言葉掛け・行動に十分に留
意して保育を行います。
・「遊び」に夢中になり、充実感を味わえる環境作りをし、社会的経験、コ
ミュニケーション力を養い社会性、連帯性に繋げる。・戸外遊びや散歩など
を積極的に取り組み、身体を動かす楽しさを知らせる。
・野菜や栽培、身近な生き物に触れ、命の大切さを知らせたり、科学的な見
方をしたりして心の豊かさを培う。
・異年齢での遊びや活動を通して年少児への思いやりや年長児への憧れを抱
いたり、自分の思いを伝える機会をふやしていく。
・保護者との関わりを丁寧に行い、子育ての楽しさを共有して個々に合わせ
た支援を行い信頼関係作りに力をいれます。
・基本的な生活習慣が身に付くように、1人ひとり丁寧に関わり、繰り返し
経験させ確立させていく。
・安全管理・衛生管理が行き届くよう、役割分担して職員の意識を図り、安
全な保育をしていく。
・外部専門講師による月１回　英語教室があります。

保育理念　　～のびやかに育て　大地の芽～
あたたかな環境の中で一人ひとりの心に寄りそい人や物・自然との
豊かな出会いや体験を通して生きていく力を育てます。

めざす保育園　　陽だまりのような保育園
　　　　　　　　地域と共に育つ保育園
　　　　　　　   子どもと共に輝いていける保育園
「自然を愛し心身ともに健やかな子ども」
「自分で考えて行動し、意欲と根気のある子ども」
「仲間と関わり人を思いやれる子ども」
 ｢自己表現できる子ども｣

特　　　徴

・ 季節にあった園外保育や散歩、園庭での野菜等の栽培や生き物の.飼育を
とおして、自然に親しみ、自ら図鑑や本で調べるなどの活動を取り入れる。
・日本古来の伝統的行事に親しむよう子ども達や保護者に分り易く伝えてい
く
・自然物や廃品を活用し、作品、玩具作りを通じて、子どもの持つ発想、イ
メージ、意欲を育て、物の大切さについても知らせていく。
・五感を働かせ、経験から豊かな感覚を身に付け自発性、創造性を育てる。
・「遊び」は自分の判断で行動していく活動、子どもの想像力、発想力が豊
かになる環境作りをする。遊びの中で友だちと関わりながら、自己表現した
り、相手の気持ちになって考えたりすることを学ぶ。
・異年齢児との関わりを大切にすることにより、お互いの関心を深め、思い
やりの心を育てる。

サービス方針

（理念・基本方針）
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